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中央公民館だより 

大寧寺の紅葉 

中央公民館広報紙 

境川海岸から妙見山を臨む 

 

公民館に併設の「長門市物産観光センター」から 

市民活動支援センター『市民サポートながと』へ！ 

深川地区ふれあいスポーツ駅伝大会 

 

西深川、深川湯本、渋木、真木、俵山 

内装をリニューアル、おしゃれで居心地のいい空間へ 

サークル活動後のおしゃべり空間としても利用できます 



 

  

   

新
・伝
え
た
い 

「ふ
る
さ
と
深
川
」 

３ 

 
   

『大
寧
寺
と
大
内
義
隆
』 

中原
なかはら

 響
ひび

貴
き

くん（11 ヶ月） 

 

深川地区の人口 

世帯数 

男 性 

女 性 

 計 

（R5 年 2 月 1 日現在） 

5,938 

5,688 

6,559 

12,247 

（ -20） 

（ -13）

（ -16） 

（ -29） 

中央公民館 ３月の行事予定 編
集
後
記 

▼
「
一
月
は
行
く
、
二
月
は
逃
げ

る
、
三
月
は
去
る
」
と
い
い
ま
す
。

正
月
か
ら
三
月
ま
で
は
年
度
の
切

り
替
え
に
向
け
た
行
事
が
多
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
。
四
月
か
ら
公
民
館
で
勤
務
し

一
年
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
公
民
館
で
の
出
会
い
に
感

謝
し
な
が
ら
、
ま
た
新
た
な
気
持

ち
で
頑
張
り
ま
す
。(

敬) 

 見
る
ほ
ど
に
松
煙
墨
の
花
蕨 

 
 

 
 

山
田 

耕
司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 真
夜
中
の
産
声
と
ど
け
冬
銀
河 

 
 

 

中
村 

瀧
江 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 冬
銀
河
テ
ー
ル
ラ
イ
ト
の
並
ぶ
丘 

 
 

吉
村 

佳
子 

 

今
月
の
う
た 

 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

長
門
短
歌
会 

二
人
し
て
一
つ
灯
し
て
寄
添
え
る 

元
の
他
人
も
八
十
路
と
な
り
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
貫 

勝
代 

 

寒
い
夜
月
の
姿
を
目
に
追
え
ば 

雲
の
間
に
間
に
こ
ぼ
れ
る
光 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
田 

満
江 

 

言
い
き
か
す
訳
な
き
不
安
お
し
よ
せ
て 

 
 

 
 

 

今
日
一
日
が
無
事
な
ら
よ
し
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
冨 

成
子 

子どもクラブ 

キッズエクササイズ（３Ｂ体操） 

長明塾 

親子でリトミック 

わくわく土曜塾 

「春会～はるかひ～」 

深川友愛学級（研修旅行） 

４（土） 

４（土）・１８（土） 

7（火） 

８（水）・２２（水） 

１1（土） 

２１（火・祝） 

２8（火） 

わ 

が 

家 

の 

宝 

子 
室
町
時
代
に
創
建
さ
れ
た
大
寧
寺
は
、
守
護
大
名
・
大
内
氏
と
深
い
繋
が
り
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
は
大
寧
寺
と
特
に
縁
の
深
い
大
内
義
隆
を
紹
介
し
ま
す
。 

大
内
義
隆
は
、
大
内
義
興
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）に
大
内

氏
の
当
主
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
大
内
氏
は
、
周
防
国
山
口
を
中
心
に
中
国
地
方

西
部
と
九
州
北
部
を
勢
力
下
に
置
く
西
日
本
屈
指
の
大
名
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
と
の

貿
易
に
よ
り
豊
か
な
財
力
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
家
督
を
継
い
だ
義
隆
は
、
山
陰
の
尼

子
氏
や
九
州
の
少
弐
氏
と
戦
い
、
大
内
氏
の
勢
力
拡
大
に
努
め
る
一
方
、
学
問
・
芸

能
の
振
興
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
義
隆
は
朝
廷
の
位
階
に
お
い
て
も
、
天
文

十
四
年
（
一
五
四
五
）
に
正
三
位
、
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
に
従
二
位
に
叙
せ
ら

れ
、
当
時
の
室
町
幕
府
将
軍
の
位
階
を
上
回
っ
て
武
家
の
最
高
位
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
義
隆
の
も
と
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
大
内
氏
で
す
が
、
内
部
で
は
重
臣

層
と
側
近
層
の
間
で
対
立
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
文
二
十
年
（
一
五
五

一
）、
陶
隆
房
（後
の
晴
賢
）
を
中
心
と
し
た
重
臣
層
が
謀
反
を
起
こ
し
ま
す
。
謀
反
に

よ
り
山
口
を
追
わ
れ
た
義
隆
ら
は
仙
崎
ま
で
た
ど
り
着
き
、
そ
こ
か
ら
海
路
で
九
州

に
逃
れ
よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
海
が
荒
れ
て
い
た
た
め
に
船
を
出
せ
ず
、
大
寧
寺

に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
義
隆
は
、
大
寧
寺
住
持
の
異
雪
慶
殊
と
対
談
、
同
行
者
た

ち
と
歌
（※
）を
詠
ん
だ
後
、
自
害
し
ま
し
た
。 

よく食べて、よく動くやんちゃ坊主です。 

はやく大きくなってお兄ちゃんとサッカーを 

したいです。 

 

大内義隆主従の墓所 

義
隆
終
焉
の
地
で
あ
る
大
寧
寺
に
は
「
大
内

義
隆
主
従
の
墓
所
」
（
山
口
県
指
定
史
跡
）
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と
で
も
義
隆

の
最
期
が
記
さ
れ
た
「
大
内
家
略
系
図
」
（
上
利

家
文
書
）
を
四
月
下
旬
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
、
大
寧
寺
と
ヒ

ス
ト
リ
ア
な
が
と
に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 ※
辞
世
の
句
は
、
「
討
つ
者
も 

討
た
る
る
者
も 

諸
と
も
に 

如
露
亦
如
電 

応
作
如
是
観
」
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
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「
ふ
ぁ
み
」
文
部
科
学
大
臣
表
彰 

長
門
市
の
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
家

庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
ふ
ぁ
み
」
が
「
令
和
４
年
度
優
れ

た
『
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
』
運
動
の
推
進
に
か
か
る
文

部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
は
、

全
国
で
51
団
体
、
山
口
県
内
か
ら
は
２
団
体
で
し
た
。 

２
月
１
日
（
水
）
、
旧
長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
が

市
民
活
動
の
中
核
的
支
援
拠
点
と
な
る
長
門
市
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
（愛
称:

市
民
サ
ポ
ー
ト
な
が
と
）
と
し
て

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

市
民
サ
ポ
ー
ト
な
が
と
で
は
、
こ
れ
ま
で
長
門
市
が
進

め
て
き
た
市
民
活
動
を
更
に
活
性
化
す
る
た
め
、
市
民

協
働
の
視
点
か
ら
、
市
民
活
動
推
進
課
と
の
両
輪
で
地

域
づ
く
り
や
市
民
活
動
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。 

１
階
に
設
置
さ
れ
た
活
動
支
援
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
（
開
館

時
間
10
時
～
18
時
30
分
）
は
、
市
民
の
方
が
気
軽
に
入

れ
る
空
間
創
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲

気
に
整
備
さ
れ
、
主
に
地
域
づ
く
り
協
議
会
や
自
治
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動
団
体
の
相
談
、
会
議
等
で
使
用

出
来
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
貢
献
、
地
域
貢

献
に
参
画
し
た
い
個
人
が
相
談
、
自
学
な
ど
も
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
月
４
日
（
土
）に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

さ
れ
、
開
所
式
で
は
、
み
の
り
保
育
園
年
長
児
に
よ
る
合

唱
、
ダ
ン
ス
の
披
露
が
あ
り
、
そ
の
後
、
主
催
者
の
江
原
市

長
と
来
賓
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
午
後
か
ら
の
開
設
記
念
講
演
で
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
石
原
達
也

氏
の
講
演
や
、
地
元
出
身
の
モ
デ
ル
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
さ
ん
を
招

い
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

市
民
サ
ポ
ー
ト
な
が
と
で
は
、
市
民
活
動
に
取
り
組
み

た
い
方
の
来
所
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

交
流
ス
ペ
ー
ス
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
活
動
支
援
員
の
お
二

人
に
イ
ン
タ
ビ
ー
し
ま
し
た
。 

Q 

こ
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
予
約
が
必
要
で
す
か
? 

A 

今
年
３
月
ま
で
は
多
く
の
方
に
こ
の
施
設
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
予
約
な
し
・
無
料
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
４
月
以
降
は
予
約
の
ル
ー
ル
な
ど
は
変
わ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
基
本
的
に
無

料
で
す
。 

    

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
民
サ
ポ
ー
ト
な
が
と
）
ス
タ
ー
ト
！ 

深
川
友
愛
学
級
「
相
続
と
争
族
」 

２
月
14
日(

火)

、
深
川
友
愛
学
級
の
第
５
回
「
学
ぼ

う
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
講
師
に
明
治
安

田
生
命
山
口
支
社
教
育
育
成
課
長 

林
美
代
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
「
基
礎
か
ら
学
ぶ
相
続
対
策
～
令
和
時

代
の
ふ
た
つ
の
『
そ
う
ぞ
く
』
」
と
題
し
ご
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

毎
年
「
ふ
ぁ
み
」
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
市
内
小
学
校
の
就
学
時
健
診

時
の
保
護
者
交
流
会
に
お
い
て
「
早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
を
含
む
生
活

習
慣
に
つ
い
て
の
講
話
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
「
家
庭
教
育
支
援
チ

ー
ム
の
活
動
の
推
進
に
係
る
文
部
科

学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
て
お
り
、

２
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ふ
た
つ
の
「
そ
う
ぞ
く
」
と
は
“
相

続
”
と
“
争
族
”
。
あ
る
家
族
を
例
に

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
頷
き
な
が

ら
終
始
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

 

Q 

交
流
ス
ペ
ー
ス
の

使
い
方
は
? 

 

A 

無
料

Wi-

Fi

は

も
ち
ろ
ん
、
モ
ニ
タ
ー

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
電

子
黒
板
の
使
用
も
可

能
で
す
。
ソ
フ
ァ
や
座

布
団
の
あ
る
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
で
は
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
く
つ
ろ
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
飲
食
も
可
能
で

す
。
先
日
は
高
校
生
の

団
体
が
、
お
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
会

議
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。  

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

「立
志
」に
込
め
た
思
い
を
発
表 

 
 

 

１
月
～
２
月
に
か
け
て
、
深
川
小
、
向 

陽
小
で
計
15
回
、
工
作
、
茶
道
、
裁
縫
、 

空
手
、
箏
、
和
太
鼓
、
華
道
、
昔
遊
び
な 

ど
、
多
岐
に
渡
る
体
験
活
動
が
地
域
の 

方
々
の
お
力
を
借
り
て
実
施
で
き
ま
し
た
。 

と
く
に
和
太
鼓
体
験
で
は
、
み
す
ゞ
音
頭
を

育
て
る
会
「青
波
」
か
ら
７
名
の
方
の
ご
協
力
の

も
と
１
人
１
台
の
太
鼓
を
準
備
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
昔
遊
び
体
験
で
は
22
名
の
地
域

の
方
々
と
と
も
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

３年生 和太鼓体験 

 

２
月
４
日
（
土
）
、
深
川
中

学
校
で
恒
例
の
「
立
志
式
」
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
一
人
ず
つ
ス
テ
ー
ジ
に
立

っ
て
、
保
護
者
や
１
年
生
に
向

け
て
自
ら
立
て
た
志
を
宣
言

し
ま
し
た
。
白
澤
校
長
先
生

か
ら
は
、
「
一
歩
を
踏
み
出
す

勇
気
」
、
「
日
ご
ろ
の
習
慣
の
大

切
さ
」
な
ど
の
生
徒
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

【地
域
協
育
ネ
ッ
ト
】活
動
の
様
子 

大
津
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

「春
会
～
は
る
か
ひ
～
」へ
お
い
で
ま
せ
！ 

 
同
日
、
学
校
運
営
協
議
会

も
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「
よ
り
よ
い
地
域
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
生
徒
と
の
熟
議
を

行
い
ま
し
た
。
生
徒
会
執
行

部
と
専
門
委
員
長
た
ち
が
と

て
も
活
発
に
意
見
を
の
べ
る
姿

に
感
心
し
ま
し
た
。
特
に
そ
の

中
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

生
徒
た
ち
は
も
っ
と
地
域
の
人

と
会
話
を
し
た
い
、
交
流
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
で

す
。
わ
れ
わ
れ
地
域
の
大
人

と
し
て
、
是
非
、
そ
の
実
現
に

力
を
尽
く
し
た
い
で
す
ね
。 

生
徒
と
の
熟
議 

生徒の思いが伝わる熟議 未来に向けた決意表明 美しいハーモニーを披露 

地
元
の
高
校
生
が
ふ
る
さ
と
長
門
の
地
域
創
生
に

挑
む
姿
、
高
校
生
た
ち
の
パ
ワ
ー
、
そ
の
思
い
の
こ
も
っ

た
言
霊
を
地
域
の
方
々
に
も
是
非
体
感
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
【
10
時
～
14
時
30
分
】（
申
込
不
要
） 

当
日
、
屋
外
テ
ン
ト
で
は
、
昨
年
話
題
と
な
っ
た
「
御

手
玉
わ
さ
び
」（わ
さ
び
い
な
り
）や
小
学
生
が
開
発
し 

中
央
公
民
館
大
講
堂
に
て
、
昨
年
の

「
夏
会
」
に
引
き
続
き
大
津
緑
洋
高
等
学

校
「
大
津
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
チ
ー

ム
に
よ
る
「春
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

た
お
に
ぎ
り
の
販
売
に
加
え
、
チ
ー
ム

Ｎ
Ｇ
Ｔ
な
ど
複
数
出
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予
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と
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ま
た
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お
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ィ
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が
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な
お
、
車
で
ご
来
館
の
方
は
、
市
役

所
駐
車
場
か
湊
漁
協
西
側
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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１年生 地域の方と 

昔遊びで交流 

日本の楽器に親しむ「筝」 

 

大津ＳＴＥＡＭプロジェクト 

2/4 やまぐち探究サミット 

県知事賞（最優秀）受賞！ 

～自らの手で地域経済を

循環させたことなど日頃の

探究学習の成果を発表～  
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火・祝 


